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津和野町で学び・育てられた誇りをもち、
立派な大人に

二十歳を祝う会に関する写真の掲載については、本人の同意が得られた方のみ掲載しています。

答辞を述べる坂﨑怜音さん（上）と、
町民憲章を読み上げる、青木柊さん（下） を

見
守
り
、
生
活
に
潤
い
と
勇
気
を
与
え
続

け
て
く
れ
て
き
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
の
代
表
と
言
え
る
も
の
が
高

津
川
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
取
れ
る
鮎
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
自
慢
の
特
産
品
で
あ
り
ま
す

が
、
資
源
の
減
少
が
長
年
に
わ
た
り
続
き
、

懸
案
事
項
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
自
然
環

境
を
相
手
に
対
策
の
困
難
さ
を
認
め
な
が
ら

も
、
資
源
復
活
の
取
り
組
み
を
高
津
川
漁
業

協
同
組
合
や
益
田
市
、
吉
賀
町
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
結

果
、
一
昨
年
よ
り
遡
上
数
が
増
加
に
転
じ
、

昨
年
は
更
な
る
鮎
の
数
を
確
認
す
る
に
至

り
、復
活
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
高
津
川
に
、
更
に
多
く
の
鮎
と
全

国
か
ら
集
ま
る
太
公
望
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
し
、
合
わ
せ
て
、
先
人
た
ち
の
尊

い
営
み
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
き
た
高
津
川

や
青
野
山
の
豊
か
な
自
然
が
い
つ
ま
で
も
美

し
く
輝
き
続
け
る
よ
う
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
の
責
任
と
し
て
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た

生
活
文
化
を
な
お
一
層
、
大
切
に
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
や
観
光
の
振
興
に
向
け
て

豊
か
な
自
然
と
と
も
に
、
本
町
は
多
く
の

歴
史
文
化
財
を
有
し
て
お
り
内
外
か
ら
高
い

評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
代
表
が

国
史
跡
津
和
野
城
跡
と
言
え
ま
す
。
ご
承
知

の
よ
う
に
津
和
野
城
は
、
吉
見
氏
、
坂
崎
氏
、

亀
井
氏
の
３
つ
の
家
を
城
主
と
し
て
、
本
町

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
穏
や
か
な
新
年
の
幕
開
け
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
し
て
お
り

ま
す
。
平
素
は
津
和
野
町
政
の
推
進
に
あ
た

り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
、

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

令
和
５
年
を
振
り
返
っ
て

約
4
年
に
わ
た
り
社
会
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
昨
年
5
月
に
5
類
感
染
症
へ
位
置
づ
け

ら
れ
、
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
津
和
野
町
に
お
い
て
も
、
自
治
会
や
公

民
館
行
事
、
あ
る
い
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
再

開
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
へ
と
町
民
活
動
や

観
光
の
人
出
が
戻
り
つ
つ
あ
る
と
喜
ん
で
お

り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
の
共
生

こ
の
間
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
事
態
に
直
面
す
る
中
で
様
々
な
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
が
、津
和
野
町
の
豊
か
な
自
然
は
、

ど
ん
な
時
に
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち

発
展
の
礎
が
築
か
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
、
坂
崎
直
盛
は
、
徳
川
家
康
の
孫

に
あ
た
る
千
姫
を
大
坂
夏
の
陣
に
よ
る
大
坂

城
落
城
の
際
に
救
出
し
た
人
物
と
し
て
有
名

で
す
。
そ
の
千
姫
は
、
豊
臣
秀
頼
と
の
幼
く

し
て
の
結
婚
を
は
じ
め
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

半
生
を
送
る
と
と
も
に
、
徳
川
家
を
支
え
た

活
動
ぶ
り
に
は
、
女
性
活
躍
を
推
進
す
る
現

代
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
、
千
姫
ゆ
か
り
の
自
治
体
で

あ
る
茨
城
県
常
総
市
を
中
心
と
し
て
、
三
重

県
桑
名
市
、
姫
路
市
、
岡
山
市
、
そ
し
て
東

京
都
文
京
区
に
よ
っ
て
、
こ
の
度
、
千
姫
を

主
役
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
実
現
し

よ
う
と
す
る
誘
致
の
会
が
結
成
さ
れ
、
千
姫

の
人
生
に
深
く
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
坂
崎

直
盛
を
通
じ
て
、
当
町
に
も
大
河
ド
ラ
マ
千

姫
誘
致
の
会
へ
参
画
し
て
ほ
し
い
と
の
ご
案

内
を
頂
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、
全
国
的
に
数
多

く
の
視
聴
者
が
お
り
、
強
い
話
題
性
を
も
つ

と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
当
町
と

し
て
も
、
ド
ラ
マ
へ
の
坂
崎
直
盛
の
登
場

が
、
本
町
の
情
報
発
信
と
地
域
振
興
に
貢
献

す
る
可
能
性
を
認
め
、
町
議
会
と
も
相
談
の

上
で
、
昨
年
12
月
に
誘
致
の
会
へ
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
河
ド
ラ
マ
誘

致
の
活
動
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ド

ラ
マ
の
実
現
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

千
姫
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
は
、

様
々
な
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
、
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
と
の
認
識
で
あ
り
ま
す
が
、
参
加
自

治
体
と
連
携
し
、
実
現
に
向
け
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
自
治
体
間
の
交
流
に

よ
る
文
化
や
観
光
振
興
に
も
つ
な
げ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
に
あ
た
り

令
和
6
年
は
辰
年
で
す
。
辰
年
は
活
力
が

旺
盛
に
な
っ
て
大
き
く
成
長
し
、
形
が
と
と

の
う
年
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
苦
労
の
多
い
歳
月
を
過
ご
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
昇
り
龍
の
よ
う

に
運
気
が
上
り
調
子
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
人
と
自
然
に
育
ま
れ
、
温
も
り

の
あ
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と

す
る
第
二
次
津
和
野
町
総
合
振
興
計
画
に
基

づ
き
、
５
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
具
体
的
な

主
要
施
策
を
展
開
し
、
福
祉
の
充
実
、
医
療

の
安
定
、
子
育
て
支
援
、
産
業
振
興
、
生
活

に
密
着
し
た
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
、
本
町

の
今
と
未
来
の
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
が
皆
さ

ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
始
め
関
係
者
ご
一

同
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

津和野町長

　　　下森 博之

新年のお慶びを申し上げます
1
月
3
日
（
水
）、
日
原
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、『
津
和
野
町
二
十
歳
を
祝
う
会
』

が
執
り
行
わ
れ
、
式
に
は
、
31
名
の
方
々
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
穏

や
か
な
天
候
の
下
、
晴
れ
や
か
な
表
情
で
懐

か
し
い
友
人
た
ち
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

下
森
町
長
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
輪
に

積
極
的
に
加
わ
り
、
次
の
津
和
野
町
を
良

く
し
て
い
く
担
い
手
と
し
て
、
そ
の
責
任

と
誇
り
を
感
じ
、
推
進
役
に
も
な
っ
て
頂

く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
、
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
激
励
し
ま
し

た
。そ

の
言
葉
を
受
け
、
一
同
を
代
表
し
て

坂
﨑
怜
音
さ
ん
は
、「
我
々
の
故
郷
で
あ

る
こ
の
津
和
野
町
の
発
展
に
少
し
で
も
還

元
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
を
持
ち
、
ま
た
、
多
く
の
声
に

耳
を
傾
け
、
郷
土
愛
を
ひ
と
つ
の

出
発
点
と
し
て
努
力
し
て
参
り
ま

す
。」
と
答
え
ま
し
た
。

閉
式
後
、
二
十
歳
の
集
い
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
ン
ネ
ッ
ト
で
放

送
さ
れ
た
小
学
１
年
生
当
時
の
映

像
を
鑑
賞
し
、
会
場
で
は
笑
み
が

こ
ぼ
れ
る
様
子
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
が
、

『
二
十
歳
の
抱
負
』
を
述
べ
、
家

族
や
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
の
言

葉
と
と
も
に
、
津
和
野
町
へ
の
貢

献
の
思
い
を
語
る
頼
も
し
い
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

下森町長から記念品授与を受けた山下真澄さん

※本紙に掲載した新年の挨拶は、先日サンネットにちはらで
放送した内容を一部編集し掲載しています。

令和６年 津和野町　二十歳を祝う会
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※本ページでは、成人式に出席し写真の掲載について本人の同意が得られた方のみ掲載しています。

齋藤　仁志

大中　凪沙

斎藤　明里

青木　凌青木　柊 岡村　悠稀

桑原　歩夢久保　遥菜 坂﨑　怜音

竹下　秀太郎櫻井　初花 波田　直人

柳井　隆基

永𠮷　広夢

小杉　里紗

田中　愛琉

原田　想大 村上　美園

武本　航太

村上　エリナ

和田　莉綾山本　瞭世 吉松　弥椰山下　真澄

日熊　愛乃 安見　樹

岡田　慈海大庭　健

松浦　幸美
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令和６年 津和野町　二十歳を祝う会
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対話する力課題を
見抜く力

行動
する力・創造する力

【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　健康福祉課　☎72・0673 【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　教育委員会　☎72・1854

「大人になっても自ら学び続ける」ひと

令和３年に設立された「一般財団法人つわの学びみらい」が、
健康福祉課や教育委員会、現場の先生方とともに、これらの
活動に取り組んでいます。詳しくは、つわの学びみらいの
ホームページ・Facebook をご覧ください！

ＨＰ Facebook

　平成３０年に町が策定した「０歳児からのひとづくりプログラム」に掲げられている、
津和野町の未来を担う人材像です。
　この地域総ぐるみによるひとづくりを持続的に体現し、「学び続ける・問い続ける・
変わり続ける町」であるために取り組んでいることを紹介します。

育てたい力

　12 月 7 日 ( 木 ) にツコウ 1 年生の総合的な探究の時間で、
7 回目となる「トークフォークダンス※」を実施しました。高
校生とおとなが一対一で数分間語り合い、フォークダンスの
ように相手を交代しながら会話する中で、コミュニケーショ
ン能力の向上に加え、多様な人と対話することや出会うこと
の楽しさを体感してもらうこと等を目的としています。
　参加した高校生からは「改めてそれぞれ違う意見があるこ
との面白さがわかった」、おとなの方からは「高校生と話せる
のかなと不安もあったが、多くの高校生と話して元気をもら
った」等の感想がありました。
ご協力いただいたみなさま、ありがとうございました！

　町民のみなさんに文化的、芸術的な体験をしてもらい
たいという思いから、12 月 2 日（土）に日原小学校にて、

（公財）しまね文化振興財団（いわみ芸術劇場）主催、つ
わの学びみらい共催で立川志の輔一門・立川志の彦氏に
よる落語会を開催しました。小学生からご高齢の方まで
約 70 名の方に来場いただきました。幅広い年齢層の観客
を相手に、志の彦さんは落語が初めての方でも分かるよ
う「観客は自分の頭の中のスクリーンに情景を描いて楽
しむ」等落語のいろは・楽しみ方も紹介してくれました。
　落語家はその日の観客の状態によって、その場で演目
を決めるとのことでしたが、今回は「時そば」「天狗裁き」

「井戸の茶碗」の３演目が披露されました。志の彦さんの
落語の力によって会場は終始和やかな雰囲気に包まれ、
とても楽しく贅沢な時間となりました。

※トークフォークダンスは、京都で生まれ福岡県福津市の中学校で発展した話し合いの手法です。

ツコウ生とおとなが一対一で語り合う「トークフォークダンス」
約 70 名のおとなの方にご参加いただきました！

立川志の彦落語会in日原を開催！笑い声に包まれた楽しい時間となりました。

「硬い！でもおいしい！」

第２回津和野町保育展
ー子どもたちとの 365 日ーのお知らせ

教育魅力化～津和野高校「トークフォークダンス」

保育園

まちづくり～教育を核としたコンソーシアムの構築～

　12 月末、津和野幼花園の 4 歳児、5 歳児クラスでは『年越しうどん作り』を行いました。生
地をしっかりとこね、足で踏み、伸ばして切って茹でるまで、全て自分たちで取り組みました。
足で踏む部分は、普段行っているリトミックと掛け合わせ、ピアノの音に合わせながら取り組
むことでより楽しめるように工夫をしたようです。実際に食べてみると、かなりコシのあるう
どんに仕上がっており・・・「硬い！なんで！？」と言いながらも「でもおいしい！いくらでも
食べられる～！」なんて声も上がっていました。嬉しかったのでしょうね。
　津和野幼花園は 4 月から子どもたちの「あんなことやってみたい」という声を拾い上げて保
育をしてきました。様々な場面で子どもたちが輪になって話し合いをする機会も多く、自分の
意見を伝える力、友達の話を聞こうとする力、自分たちで考えた目的に向かって物事を進めて
いく力など、様々な力の育ちが見られました。自分の意見を安心して伝える姿があるのは、「何
事も失敗したっていいから挑戦してみて欲しい」という保育士たちの想いがあるからこそだと
思います。これからも安心できる大人に見守られながら、どんどん挑戦して色々な体験をして
いって欲しいですね。

　2 月 17 日（土）津和野町民体育館にて津和野町内保育施設 7 園
による写真や作品等の展示会と、実践発表会及び講演会を行います。
　当日 9 時～ 12 時はどなたでも常設展示をご覧いただけます。実
践発表会及び講演会については、上記ＱＲコードよりお申し込みく
ださい。子どもの姿を専門的な視点で捉えながら日々試行錯誤して
いる 7 園それぞれの姿をぜひご覧ください。ご来場をお待ちしてお
ります。

【一般財団法人つわの学びみらい】　所在地：津和野町後田ハ12-3　☎72・1506　　info@tsuwano-mm.org
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令和６年度

申
告
の
必
要
な
方
は
必
ず
期
間
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町
県
民
税
等
の
申
告
を
し
な
い
と
、
児
童
手
当
、
保
育
所

の
入
所
や
公
営
住
宅
入
居
の
申
込
み
な
ど
の
各
種
申
請
に
必
要
な
所
得
証
明
等
の
発
行
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
軽
減
措
置
の
対
象
に
な
る
人
で
も
、
所
得
が
不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
に
あ
た
り
次
の
事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
務
署
等
で
令
和
５
年
分
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
人
は
、
こ
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
務
署
か
ら
申
告
案
内
が
送
ら
れ
て
き
た
方
で
、
津
和
野
町
で
申
告

を
さ
れ
る
場
合
は
、
送
ら
れ
て
き
た
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）
等
収
入
に
関
す
る

書
類
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
所
得
控
除
に
関
す
る
書
類
及

び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
生
命
保
険
契
約
の
年
金
及
び
一
時
金（
満
期
金
等
）に
つ
い
て

　

生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
は
、
雑
所
得
と
な
り
申
告
が
必
要
で
す
。
町
県
民

税
賦
課
後
に
判
明
し
税
額
の
更
正
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
所
得
税
の
確
定
申
告
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
で
も
、
町
県

民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。
）

ま
た
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
満
期
受
取
金
等
も
一
時
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
告
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
津
和
野
町
独
自
の
商
品
券
は
課
税
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
た
め
に
支

払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医
療
機
関
・
各
人
ご
と
に

集
計
し
、
明
細
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
な
ど

か
ら
補
て
ん
金
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
控
除
を
受
け
る
に
も
同
様
に
明
細
書
の
記
載

が
必
要
で
す
。
お
む
つ
使
用
証
明
に
つ
い
て
は
、
病
院
に
て
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
介
護

保
険
適
用
者
の
場
合
の
２
年
目
以
降
は
、
健
康
福
祉
課
に
て
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑤
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
負
担
す
る

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）、
国
民
年
金
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険

料
を
支
払
っ
た
方
（
年
金
特
徴
の
場
合
は
年
金
受
給
者
、
口
座
引
落
の
場
合
は
口
座
の
名

義
人
）
の
控
除
と
な
り
ま
す
。
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
年

金
特
徴
の
場
合
は
年
金
の
源
泉
徴
収
票
が
証
明
書
と
な
り
ま
す
。）

国
民
年
金
保
険
料
（
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
が
発

行
す
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
生
命
保
険
料
控
除

受
取
人
が
あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
生

命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の
掛
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
一

定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
申
告
に
は
、
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明

書
が
必
要
で
す
。

①
農
業
収
支
申
告
に
つ
い
て

収
入
支
出
明
細
簿
（
月
ご
と
の
集
計
）、
月
別
総
括
表
（
年
間
分
の
集
計
）
ま
た
は
そ

れ
に
代
わ
る
帳
簿
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
1
月
よ
り
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
が
拡
大
さ
れ
、
農
業
所
得
の
あ
る
す

べ
て
の
方
が
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
、
準
備
を
さ
れ
ず
に
申
告
に
来
ら
れ
た
場
合
に
は
、
申
告
を
受
け
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
５
年
中
に
新
た
に
購
入
さ
れ
た
農
具
や
支
払
代
金
が
あ
る
方
は
、
購
入
金

額
及
び
年
月
日
の
確
認
の
た
め
、
領
収
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
減
価
償
却
を
す
る
場

合
は
、
新
品
か
中
古
品
か
で
耐
用
年
数
の
計
算
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
年
式
が
わ
か
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
傭
人
費
、
も
み
す
り
料
は
依
頼
者
、
耕
作
者
共
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
の
農
協
等
へ
の

農
産
物
委
託
販
売
に
つ
い
て
、
実
際
の
販
売
額
（
販
売
手
数
料
を
控
除
す
る
前
の
額
）
を

課
税
売
上
げ
（
農
業
収
入
）
と
し
、販
売
手
数
料
を
課
税
仕
入
れ
（
農
業
経
費
）
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
計
上
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
自
家
消
費
の
み
の
場
合
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、
田
畑
等
を
貸
し
、
小
作
料
（
金
納
、

物
納
）
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
は
不
動
産
所
得
と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

※
肉
用
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い
て
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
売
却
価
格

が
１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
課
税
特
例
（
免
税
）
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
勤
労
所
得
者
に
つ
い
て

大
工
、
左
官
、
土
木
作
業
、
そ
の
他
日
雇
で
一
定
の
勤
め
先
の
な
い
人
（
大
工
、
左
官

で
請
負
業
は
除
く
）
は
収
入
・
支
出
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間

令
和
６
年
２
月
16
日
（
金
）
か
ら
3
月
15
日
（
金
）

申
告
の
必
要
な
方
は
必
要
書
類
（
※
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）
等
収
入
に
関
す
る
書
類
や
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
所

得
控
除
に
関
す
る
書
類
。
印
鑑
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
確
定
申
告
書
等
の
提
出
時
に
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す

ご
家
族
分
の
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
ご
自
宅
等
か
ら
e
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
送
信
す
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
の
提
出
は
不
要

で
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
い
る
場
合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み
で
、本
人
確
認
（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）
が
可
能
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

番
号
確
認
書
類
（
①
）
と
身
元
確
認
書
類
（
②
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

①
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
い
ず
れ
か
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
）

②
運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
う
ち
１
つ

⑦
地
震
保
険
料
控
除

あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
常
時
居
住
し

て
い
る
家
屋
等
（
生
活
用
資
産
）
に
掛
け
ら
れ
る
地
震
等
を
原
因
と
し
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
る
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
地
震
等
損
害
部
分
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
や
平
成

18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
一
定
の
長
期
損
害
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
等
を
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
申
告
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

⑧
扶
養
控
除

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
、
扶
養
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県
民
税
の
非

課
税
限
度
額
等
の
算
定
基
準
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
が
必
要
で
す
。

⑨
障
害
者
控
除

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
に
障
が
い
者

が
あ
る
と
き
は
、
一
定
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
障
害
者
手
帳
か
、
役
場
発
行

の
障
害
者
控
除
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

⑩
町
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
額

が
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
額
」
よ
り
大
き
い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑪
配
当
所
得
等

令
和
5
年
度
ま
で
は
住
民
税
と
所
得
税
で
異
な
る
課
税
方
法
が
選
択
で
き
ま
し
た
が
、

令
和
6
年
度
以
降
は
住
民
税
と
所
得
税
は
同
じ
課
税
方
法
で
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
申
告
を
す
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑫
森
林
環
境
税

林
業
の
採
算
性
の
低
下
や
所
有
者
が
不
明
な
森
林
の
顕
在
化
、
担
い
手
の
不
足
な
ど
に

よ
り
手
入
れ
不
足
の
森
林
を
整
備
し
て
い
く
財
源
と
し
て
、
令
和
6
年
度
か
ら
あ
ら
た
に

個
人
住
民
税
と
併
せ
て
森
林
環
境
税
が
年
額
１
千
円
賦
課
徴
収
さ
れ
ま
す
。（
平
成
26
年

度
か
ら
10
年
間
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
臨
時
措
置
に
よ
り
年
額
1
千
円
が
賦
課
徴
収
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
5
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。）

税

町

県

民民

国
民
健
康
保
険険

のの
申
告

相
談

本庁舎税務住民課
☎74-0069

津和野庁舎総合窓口
☎72-0663
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いいえ
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はい

はい はい はい
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スタートから進み、申告が必要か不要か判断するスタートから進み、申告が必要か不要か判断する目安目安にして下さい。にして下さい。

令和５年中に収入がありましたか？
（この収入には、遺族・障害年金、失業保険など
の非課税の給付は含まれません。）

収入は 1 カ所からの給与所得のみ
で、年末調整がされていますか

令和６年 1月 1日時点のあなたの年
齢は 65歳以上でしたか

年金収入が年間 98 万
円を超えていますか

収入は公的年金等ですか

年金収入が 148 万円を超えますか
営業・農業・不動産・
一時・譲渡所得などが
ありますか

年末調整がされて
いない給与があり
ますか

令和６年 1月 1日時点で居住して
いた市町村に照会してください

申告が必要です

申告が必要です

申告は不要です

申告は不要です

申告は不要です

同居している家族の控
除対象配偶者、または
扶養控除対象者ですか

スタート
令和６年１月１日時点で津和野町
に居住していましたか？

申　告　が　必　要　で　す

令和６年度 町県民税・国民健康保険税申告受付日程
日 曜

津和野地域
日 曜

日原地域

地区名 受付時間 会場 地区名 受付時間 会場

2/16 金
寺田上・寺田下・

促進住宅・下千原・
上千原・岩瀬戸 9:00~12:00

13:00~15:00 小川
公民館

2/16 金 青原

9:00~12:00
13:00~15:00

青原
公民館

2/19 月
和田・麓耕・
商人上・日浦

2/19 月
小瀬・青原団地・ 
大木・二俣・鹿谷

2/20 火 直地上・野広 9:00~12:00 2/20 火 柳・添谷

2/21 水
田代徳次・白井木尾谷・
高田・鳥井田平・牧ケ野

9:00~12:00
13:00~15:00

畑迫
公民館

2/21 水 三渡曽庭・脇本
9:00~12:00

13:00~15:00
池河

公民館
2/22 木

喜時雨・中原・虹ヶ谷・
山入・市尾戸谷・上横瀬西・

上横瀬東・下横瀬
2/22 木 堤田

2/26 月
木毛・西谷出合・畑迫白石・

上高野・下高野・
野中・吉ヶ原

2/26 月 上横道・下横道・一ノ谷 13:00~16:00
左鐙

公民館
2/27 火

小野・中組・畑・
吹野上・吹野下

9:00~12:00
13:00~15:00

木部
公民館

2/27 火 左鐙東・左鐙西
9:00~12:00

13:00~15:00

2/28 水 中川・奥ヶ野・三歩市 2/28 水 小直

9:00~12:00
13:00~15:00

津和野
町役場
本庁舎
（１階
会議室

２）

2/29 木
川尻・下組・長野・
福谷・本郷・豊稼

2/29 木 滝元上・滝元下

3/1 金 門林・中座１・中座２

9:00~12:00
13:00~15:00

町民セ
ンター
講義室

3/1 金 商人下・宿谷・程彼

3/4 月 鷲原１・森３・森４ 3/4 月
相撲ヶ原上・相撲ヶ原下・

須川元郷・日浦東・
日浦西

3/5 火 鷲原２上・鷲原２下・町田 3/5 火 野地・野口

3/6 水 森１・森２ 3/6 水
畳・新地・下左鐙・

木ノ口住宅

3/7 木
西１・西２・西３
北１・北２・北３

3/7 木 木ノ口上・木ノ口下

3/8 金
本町１・本町２

東１・東２
3/8 金 枕瀬東・枕瀬西

3/11 月 笹山 3/11 月
栄町・旭町上下・扇町・
春日町・幸町・金見町上
下・山根町・清水町・星
の里（予定日に都合の悪

かった方）

3/12 火

全町
（予定日に都合の悪かった方）

3/12 火

3/13 水 3/13 水

3/14 木 3/14 木

3/15 金 3/15 金
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第
73
回
『
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
』
の

応
募
作
品
の
う
ち
、
町
内
の
応

募
か
ら
特
に
優
れ
た
作
品
に
各

賞
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
小
・

中
学
生
の
み
な
さ
ま
に
、
日
常

の
家
庭
生
活
の
中
で
体
験
し
た

こ
と
を
も
と
に
、
犯
罪
・
非
行

の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
や
犯

罪
・
非
行
な
ど
に
関
し
て
考
え

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
テ
ー

マ
に
募
集
を
し
ま
し
た
。

受
賞
者
と
11
月
、
12
月
に
行

わ
れ
た
受
賞
式
の
様
子
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
１
日
発
令
の

高
齢
者
叙
勲
に
お
い
て
、
帯
名

保
さ
ん
が
長
年
の
教
育
に
対
す

る
ご
功
労
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝

双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

帯
名
さ
ん
は
、
昭
和
33
年
４

月
１
日
に
旧
那
賀
郡
三
隅
町
立

井
野
小
学
校
教
諭
と
し
て
の
勤

務
を
振
り
出
し
に
、
平
成
８
年

３
月
に
津
和
野
小
学
校
長
で
の

退
職
ま
で
の
間
、
38
年
間
に
わ

た
り
、
一
貫
し
て
児
童
・
生
徒

の
健
全
な
育
成
と
教
育
に
勤
め

【
町
長
賞
】

　

青
原
小
学
校

６
年　

篠し
の
は
ら原　

由ゆ
う
り莉
さ
ん

【
教
育
長
賞
】

　

木
部
小
学
校

５
年　

柳や
な
い井　

咲え
み
る留
さ
ん

【
益
田
地
区
保
護
司
会　

優
秀
賞
】

　

日
原
小
学
校

６
年　

小こ
や
ま山　

旬し
ゅ
ん

さ
ん

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
頂

き
ま
し
た
小
・
中
学
生
の
み
な

さ
ま
、
ま
た
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
各
校
関
係
者
の
み
な
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
度
も
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ら
れ
ま
し
た
。

退
職
後
に
は
、
津
和
野
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
と
し
て
地

域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
、ま
た
、

平
成
９
年
３
月
か
ら
８
年
間
、

旧
津
和
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
を
勤
め
ら
れ
、
公
正
な

選
挙
の
確
立
に
尽
力
を
さ
れ
ま

し
た
。

永
年
に
わ
た
る
ご
活
躍
に
対

し
ま
し
て
、
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。

税務住民課☎ 74-0059

教育委員会☎ 72-1854

第 73 回 “ 社会を明るくする運動 ” 作文コンテスト受賞者

帯
お び な

名保
たもつ

さんが瑞宝双光章を受章

瑞宝双光章を受賞された帯名さん

「おいしい」と「元気」を支える健
けんこう
口を目指そう

　津和野町では、厚生労働省と日本歯科医師会が推奨している「80歳になっても自分の歯を 20
本以上保とう」という 8

はちまるにいまる
0 2 0 運動を実施しています。また、津和野町健康で生きがいのある町

づくり会議の「食と歯の部会」では、お口の健康に関心を高める目的で歯周疾患検診（70歳）で、
20本以上自分の歯がある方を増やす「7

ななまるにいまる
0 2 0 運動」にも取り組んでいます。歯を失うと、全身

の健康に影響を与えることもあります。年に１回は歯科検診を受けて、歯みがきで取りきれない
部分の歯垢や歯石を専門家に除去してもらうことで健康なお口につながります。
　この度、令和４年度に歯周疾患検診を受診された方のうち「7020」達成者は 37 名、令和５年度島根県歯科
医師会主催の「8020よい歯のコンクール」受賞者は 15名でした。皆さまおめでとうございます！
これからも、“みんながハッピーなまちづくり！～元気で長生きをめざして～ ”をスローガンに、健口を目指し
ましょう。

津和野町健康で生きがいのある町づくり会議　食と歯の部会（事務局：健康福祉課　保健予防係　　☎ 72・0657）

岡
おかむら

村 省
さとる

さん

河
こ う ら

良 静
し ず え

江さん

村
むらかみ

上 清
き よ こ

子さん

酒
さ か い

井 宣
の り こ

子さん 大
お お ば

羽 悦
え つ こ

子さん 松
ま つ の

野 秀
ひ で き

樹さん

田
た な か

中 美
み さ こ

佐子さん

☆畠
はたけやま

山 梅
う め こ

子さん
☆村

むらかみ
上 克

か つ え
惠さん

☆岸
き し だ

田 洋
よ う こ

子さん

森
もりした

下 清
き よ か

香さん

齋
さいとう

藤 勝
かつひろ

廣さん 林
はやし

 菊
き く え

枝さん

清
し み ず

水千
ち え こ

枝子さん / 清
し み ず

水一
いちろう

郎さん

８０２０
よい歯のコンクール
受賞者の皆さん

島根県歯科医師会
PRキャラクター
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健康福祉課☎ 72-0651

農林課☎ 72-0653

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、

国
民
年
金
の
被
保
険
者
（
加
入

者
）
と
な
り
ま
す
。
20
歳
に
な

っ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
国
民
年
金
（
第
１
号
被
保

者
）
に
加
入
し
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
厚
生
年
金

保
険
に
加
入
し
て
る
方
を
除
き

ま
す
。

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
2

週
間
以
内
に
「
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
」、「
国
民
年
金
加
入
の

お
知
ら
せ
」、「
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
」、「
国
民
年
金
の
加

入
と
保
険
料
の
ご
案
内
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）」、保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特

例
制
度
の
申
請
書
、
返
信
用
封

筒
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
20
歳
に

な
っ
て
か
ら
約
2
週
間
程
度
経

過
し
て
も
「
国
民
年
金
加
入
の

お
知
ら
せ
」
が
届
か
な
い
場
合

は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

が
必
要
な
た
め
、
健
康
福
祉
課

ま
た
は
本
庁
舎
総
合
窓
口
、
も

し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
20
歳
直
前
で
海
外
に

出
国
さ
れ
た
方
や
20
歳
に
な
っ

豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に

は
、
国
民
年
金
だ
け
で
は
十
分

と
は
言
え
ず
、
老
後
の
生
活
費

は
自
分
で
準
備
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
農
業
者
の
皆
様
も
、

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
安
心

で
豊
か
な
老
後
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
加
入
要
件
】

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）（
た
だ
し
、
60
歳
以
上

は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

被
保
険
者
）

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

③
年
齢
が
65
歳
未
満

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
】

①
農
業
に
従
事
す
る
方
な
ら
広

く
加
入
で
き
ま
す
。

②
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、

い
つ
で
も
見
直
し
で
き
ま

す
。（
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
を
基
本

と
し
、
令
和
4
年
1
月
1
日

か
ら
35
歳
未
満
で
一
定
の

要
件
を
満
た
す
方
は
1
万

円
か
ら
選
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。）

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
控

除
等
、
税
制
面
で
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

④
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で

少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い

年
金
で
す
。

⑤
生
涯
支
給
さ
れ
る
終
身
年
金

で
、
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
は
死
亡
一
時
金

も
あ
り
ま
す
。

⑥
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
備
え
た
担
い
手
に
は

保
険
料
の
国
庫
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
と
個
人
の
備
え
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
て

将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

た
時
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な

っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
と
し

て
加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

保
険
料
は
金
融
機
関
の
ほ

か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
、
電
子
納
付
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
可
能

で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
、
免
除
・

猶
予
制
度
に
つ
い
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
の
学
生
納
付
特
例
制
度
や
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い

と
き
は
未
納
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
必
ず
こ
れ
ら
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
生
納

付
特
例
や
免
除
・
納
付
猶
予
の

承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

場
合
と
比
べ
て
将
来
の
年
金
額

が
低
額
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ

と
に
よ
り
、
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

20 歳になったら国民年金

農業者年金に加入し将来の安心を！

左から下森町長、成澤文京区長、石井常総市副市長

徳
川
家
康
の
孫
で
あ
る
『
千

姫
』
を
主
役
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
千
姫
ゆ
か
り

の
自
治
体
で
あ
る
兵
庫
県
姫
路

市
、
三
重
県
桑
名
市
、
茨
城
県

常
総
市
、
岡
山
県
岡
山
市
、
東

京
都
文
京
区
で
構
成
さ
れ
る

「
大
河
ド
ラ
マ
『
千
姫
』
誘
致

の
会
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
津

和
野
町
も
同
会
に
参
加
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
18
日
（
月
）
に
は
、
東

京
都
文
京
区
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
大
河

ド
ラ
マ
『
千
姫
』
誘
致
の
会
」

今
年
度
、
買
い
物
支
援
対
策

と
し
て
、
地
域
活
性
化
複
合
施

設
（
枕
瀬
９
７
５
番
地
1
）
の

建
設
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
機

能
を
更
に
発
展
さ
せ
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
に
12
月
19
日（
火
）

か
ら
12
月
21
日
（
木
）
の
日
程

に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
実

証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

当
町
を
は
じ
め
中
山
間
地
域

に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
、
生

活
支
援
が
重
要
な
行
政
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
住
み
良
い
ま
ち

を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
日
常

の
買
い
物
な
ど
生
活
利
便
性
の

維
持
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、運
送
業
界
に
お
い
て
は
、

人
手
不
足
や
採
算
性
か
ら
特
に

過
疎
地
域
に
お
け
る
配
送
維
持

が
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
今

回
は
、「
食
料
品
や
日
用
品
等

を
ド
ロ
ー
ン
の
配
送
を
行
う
こ

と
に
よ
る
『
買
い
物
難
民
』」

と
「
災
害
時
の
緊
急
物
資
配
送

を
想
定
し
た
非
常
食
や
防
災
用

品
を
ド
ロ
ー
ン
の
配
送
を
行
う

こ
と
に
よ
る
『
災
害
時
の
孤
立

地
域
発
生
』」
を
想
定
し
、
実

証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

本
実
証
実
験
に
あ
た
っ
て

の
参
加
確
認
書
に
下
森
町
長
が

署
名
を
行
い
、
草
田
町
議
会
議

長
の
署
名
が
さ
れ
た
確
認
書
と

と
も
に
事
務
局
の
姫
路
市
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の

誘
致
活
動
と
し
て
参
加
自
治
体

で
連
携
を
と
り
な
が
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

へ
の
要
望
や
各
地
域
で
の
周
知

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
令
和
６
年
10
月
末
ま
で
、

大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
向
け
た
署

名
活
動
も
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
署
名
は
上
記
Q
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
可
能
で
す
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
ス
マ
ー
ト
ド
ロ

ー
ン
株
式
会
社
（
東
京
都
港

区
）、
株
式
会
社
ネ
ク
ス
ト
デ

リ
バ
リ
ー
（
山
梨
県
小
菅
村
）

の
ご
協
力
の
も
と
、
地
域
活
性

化
複
合
施
設
を
起
点
と
し
て
、

道
の
駅
シ
ル
ク
ウ
ェ
イ
に
ち
は

ら
と
野
地
公
民
館
の
２
地
点
を

配
送
地
点
に
設
定
し
、
２
ル
ー

ト
の
開
拓
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
、
生
活

支
援
と
し
て
の
物
資
配
送
に
と

ど
ま
ら
ず
、
災
害
時
の
被
災
状

況
確
認
や
救
援
物
資
配
送
な
ど

様
々
な
活
用
方
法
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
今
後
、
実
装
に
向
け

た
、
具
体
的
な
活
用
方
法
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

商工観光課☎ 72-0652

つわの暮らし推進課☎ 74-0092

「大河ドラマ『千姫』誘致の会」に参加

地域課題解決に向けたドローン実証実験を行いました

実証実験で利用したドローン

署名 HP
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税務住民課☎ 74-0059

津
和
野
町
か
ら
町
外
の
市
区

町
村
へ
引
っ
越
す
手
続
き
（
転

出
届
）
が
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
通
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
で
役
場
窓
口
へ
の
来
庁
が
原

則
不
要
と
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方

・
電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
、
津
和
野
町
か
ら
町
外
の

市
区
町
村
（
国
外
を
除
く
）

へ
の
引
越
し
を
す
る
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
込

み
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
機
器
を
お
持
ち
の
方

オ
ン
ラ
イ
ン
転
出
の
対
象
と
な

る
手
続
き

・
ご
自
身
単
身
で
の
引
越
し

・
ご
自
身
と
同
一
世
帯
員
の
方

の
引
越
し

※
転
入
予
定
市
区
町
村
で
の
転

入
手
続
き
で
は
、
引
越
す
方

の
う
ち
ど
な
た
か
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
、
窓
口
で

提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
転
出
に
お
け
る
届

出
の
期
間

・
引
越
し
予
定
日
の
30
日
前
か

ら
、
引
越
後
10
日
以
内
（
こ
の

期
間
を
過
ぎ
る
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
届
出
は
で
き
ま
せ
ん
。）

注
意
事
項
等

・
署
名
用
電
子
証
明
書
が
失
効

し
て
い
る
場
合
は
、
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

・
引
越
し
す
る
日
や
新
住
所
が
決

ま
っ
て
い
な
い
方
、
国
外
へ
転

出
す
る
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
転
出
に
関
連
す
る
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
窓
口
で
の
手
続
き

を
要
す
る
も
の
も
あ
る
た
め
、

個
別
に
ご
連
絡
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
転
出
届

の
提
出
後
、
２
開
庁
日
以
内
に

転
出
処
理
の
完
了
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
お
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
の
転
出
届

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
昨
年
７
月
よ
り
本
サ
ー
ビ
ス
が

「
ス
マ
ホ
用
電
子
証
明
書
登
載

サ
ー
ビ
ス
」
に
対
応
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
対
応
す
る
端
末
を

お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち
歩

く
こ
と
な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

だ
け
で
本
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

オンラインで転出届を提出できるようになりました

当該請求をした国又は
地方公共団体の名称 自衛隊島根地方協力本部

請求事由の概要 自衛官募集に伴う広報
（根拠法令　自衛隊法第（昭和 29 年法律第 165 号）29 条第 1 項、第 35 条及び第 97 条第 1 項）

閲覧の年月日 令和 5 年１月 19 日
閲覧に係る住民の範囲 平成 17 年４月２日から平成 18 年４月１日までの間に生まれた日本人

申出者の氏名 株式会社アド・ジャパン　代表取締役　鰐渕　俊英
閲覧年月日 令和５年１１月２７日

利用目的の概要 福井県が行う支援に向けた施策の参考として、
県内における子育て世代の結婚や子育てに関する意識を調査する

申出に係る住民の範囲 令和５年１１月１日時点で２０歳～４９歳の男女

住民基本台帳閲覧状況の公表について
税務住民課☎ 74-0059

市町村長は、毎年少なくとも 1回、閲覧（犯罪捜査等のための請求に係るもの及び営利以外の目的で行う居住
関係の確認のうち、訴訟の提起その他特別の事情による居住関係の確認として実施したものを除く。）の状況に
ついて、公表しなければならないと定められています。
●閲覧の請求

●閲覧の申出

農林課☎ 72-0653
鳥獣による被害の対応について

農
林
課
で
は
、
農
林
業
（
家

庭
菜
園
を
含
む
）
の
被
害
軽
減

の
た
め
に
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

農
地
へ
の
侵
入
に
つ
い
て
は

ま
ず
被
害
対
策
を
し
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
被
害
が
減
ら
な
い

場
合
は
農
林
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

家
屋
や
倉
庫
等
へ
の
侵
入
に

つ
い
て
は
、
防
除
を
生
業
と
す

る
専
門
業
者
が
あ
り
、
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
に
「
消
毒
業
」
と
い
う

分
類
で
記
載
が
あ
り
ま
す
の
で

そ
ち
ら
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
農
地
へ
の
被
害
対
策

・
え
さ
場
を
な
く
す
（
取
り
残

し
た
野
菜
や
果
樹
等
を
放
置

し
な
い
）

・
収
穫
し
な
い
果
樹
は
伐
採
も

し
く
は
ト
タ
ン
を
巻
く

・
隠
れ
場
を
な
く
す
（
耕
作
放

棄
地
や
農
地
周
辺
の
藪や

ぶ

な
ど

も
可
能
な
範
囲
で
草
刈
り
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
）

・
ネ
ッ
ト
や
柵
な
ど
で
し
っ
か

り
と
囲
う
（
家
庭
菜
園
を
含

む
）

※
地
区
や
集
落
な
ど
地
域
一
帯

で
対
策
を
行
う
と
、
広
範
囲

で
誘
引
物
を
無
く
す
こ
と
が

で
き
、
よ
り
高
い
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

◇
家
屋
や
倉
庫
等
へ
の
侵
入
等

・
生
ゴ
ミ
等
を
外
に
出
し
て
お

く
場
合
は
容
器
に
入
れ
る

等
、
適
切
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。
庭
な
ど
に
埋
め
る
場

合
は
深
め（
20
～
30
㎝
以
上
）

に
埋
め
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
根
裏
に
動
物
が
居
る
場
合

等
は
屋
根
裏
用
燻
煙
剤
（
バ

ル
サ
ン
等
）
を
使
用
後
、
侵

入
口
を
塞
い
で
く
だ
さ
い
。

※
侵
入
口
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
大
工
や
工
務
店
等
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
侵
入
口
が
判
明
し
て
い
る
た

め
防
ぐ
ま
で
の
間
、
来
な
い

よ
う
に
し
た
い
場
合
は
衣
類

用
防
虫
剤
（
ナ
フ
タ
リ
ン
、

樟
脳
等
）
を
被
害
が
あ
る
箇

所
に
置
い
て
お
く
と
一
時
的

な
効
果
が
見
込
め
ま
す
。

環境生活課☎ 72-0309

犬
の
フ
ン
の
始
末
に
対
し
て

の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

犬
の
フ
ン
が
放
置
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
周
辺
の
方
を
不
快

に
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
衛
生

上
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

道
路
、
公
園
な
ど
の
公
共
の

場
所
は
も
ち
ろ
ん
、
他
人
の
土

地
な
ど
汚
さ
な
い
よ
う
に
散
歩

時
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。
飼
い
犬
の
フ
ン
の

始
末
は
飼
い
主
の
最
低
限
の
マ

ナ
ー
で
す
。

「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
」
た
め
に
も
飼
い
主
の
皆
さ

ん
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

・
飼
い
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き

は
、
必
ず
フ
ン
を
取
る
用
具

を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
中
に
飼
い
犬
が
し
た
フ

ン
は
、
必
ず
飼
い
主
が
そ
の

場
で
拾
い
、
自
宅
に
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

・
放
し
飼
い
・
放
し
散
歩
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

手
しゅわ
話で話

はな
そう！

日
にちじょうかいわ

常会話で使
つか

う手
し ゅ わ

話を紹
しょうかい

介します

左
ひだりて
手は丸

まる
めてたくさん豆

まめ
を持

も
っているような形

かたち
にし

て、右
みぎて
手で豆

まめ
をとって投

な
げる動

どうさ
作を繰

く
り返

かえ
します。

節
せつ

　分
ぶん

今
こんげつ

月の手
し ゅ わ

話

津
つわの ち ょ う や く ば
和野町役場　健

けんこうふくしか
康福祉課

☎：72・0673　FAX：72・1650

飼い犬のフンは飼い主が
始末しましょう
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略字表記について

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課 ････････☎ 74-0028
■交通事故相談　島根県交通

事故相談所 ☎ 0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課 ････････☎ 74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課 ････････☎ 72-0657
　　　　　 ････････☎ 72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会

津和野支所 ･･････☎ 72-1494
■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会

本所日原支所 ････☎ 74-1617
■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館 ････☎ 74-0302
■水彩画教室
津和野町民センター ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室
地域包括支援センター☎ 72-0683
■断酒会　断酒会鹿足支部
 ☎ 090-9061-8012
■囲碁クラブ
滝元枕瀬公民館 ････☎ 74-0680
■津和野夜神楽
津和野町観光協会 ･･☎ 72-1771
■藤原辰史氏講演会
青原公民館 ････････☎ 75-0039

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

国民健康保険税…第 11期国民健康保険税…第 11期
後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
・・・・・・・・・・・・・・第 11 期第 11 期
介護保険料介護保険料・・・・第 11 期第 11 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限 2 月 29 日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央
町セ 津和野町民センター
福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里
シルクウェイにちはら

なごみ
シルク

22

◎つわのオレンジカフェほっと
（畑迫ほたるの宿 /10:00~12:00）

20
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65
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19

272625
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◎小川はつらつクラブ※ 1

（小川公民館 /14:00~15:30）

◎石見神楽公演（浅井社中）
（なごみ /11:00~12:00）

◎藤原辰史氏講演会
（青原小学校体育館/15:30~18:00）

◎しまね家庭の日※ 3

◎パソコン教室
 （日原公 /10:00~12:00）

◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /10:00~11:00)
◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 
（津和野図書館 /14:00~）

◎観光列車 「○○のはなし」 運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎命婦狐の失せ物探し道中
（本町～殿町 /13:00~)

◎観光列車 「○○のはなし」 運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎第 172 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎観光列車 「○○のはなし」 運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎育児・栄養相談

（日原子育て支援センター /10:00~11:30）

◎石見神楽公演（左鐙社中）
（なごみ /11:00~12:00）

 　　  ◎ぴょんぴょん教室
　    （日原子育て支援ｾﾝﾀｰ /9:30~11:00） 

 ◎パソコン教室
 （日原公 /10:00~12:00）

◎名賀のぞみクラブ※１

 （名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（やまび /13:30~14:30）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 （津和野図書館 /14:00~）

◎パソコン教室
 （日原公 /10:00~12:00）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

 ◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2 

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
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◎観光列車 「○○のはなし」 運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎観光列車 「○○のはなし」 運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎すみれ会※１

 （小瀬会館 /13:30~15:00）
◎かけ橋の会
（まちせ /14:00~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

◎津和野夜神楽
（まちせ /20:00~）

◎明るい生活相談・行政相談・
　人権相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:30~16:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎乳児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎だいだい湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎しまね西部若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ
　出張相談会
（やまび /11:00~12:00）
（まちせ /13:30~15:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎遺言・相続・後見相談
（ふくせ /13:30~16:00）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎観光列車 「○○のはなし」 運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:54）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:30~15:15）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎キラキラ体操教室
（畑迫公民館 /13:30~14:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎さくら会※１

 （須川公民館 /10:00~11:30）
◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

なごみ

◎西周生誕記念講演会
（森鷗外記念館 /13:30~15:00）

◎明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室
（名賀地域センター/10:30~11:30）

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎離乳食教室
（やまび /9:30~13:00）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎心配ごと相談・行政相談・
　人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎育児・栄養相談
（津和野子育て支援センター /10:00~11:30）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎日原図書館・津和野図書館
　休館日
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

建国記念の日 振替休日

天皇誕生日

やま

福セ

福セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

日公

日公

町セ

やま

やま

やま

やまやま

やま

やま

町セ

日公

町セ

日公

町セ

なごみ


